
あつかし歴史館

「令和８年度 歴史講座」のご案内

国見町の歴史文化遺産に関わる調査・研究の成果を用いた歴史講座を、全１２回開催します。各
回２日間の午前と午後に同一内容で行いますので、参加しやすい日程に是非ご参加ください。

■会 場 あつかし歴史館（福島県伊達郡国見町大字大木戸字霞原３) 第１研修室
■講 師 笠松 金次氏
■申し込み 来館または下部記載の電話にて「氏名・住所・連絡先(電話番号)」をお伝えください。
■参加方法 各回２日間の午前・午後、どの日程でも参加できます。

［午前の部］午前10時から11時30分、［午後の部］午後１時30分から３時

国見町外の方も参加可能です。
あつかし歴史館の場所が分からない方はお気軽にお電話ください。

①4月22日(水)23日(木) 「阿津賀志山の歴史と呼称」
～阿津賀志山の呼び名と歴史を探る～

②5月27日(水)28日(木) 「奥羽の蝦夷対策はいかに」
～坂上田村麻呂VSアテルイ～

③6月24日(水)25日(木) 「阿津賀志山防塁の謎」
～防塁を巡る不思議を探れば～

④7月29日(水)30日(木) 「伊達政宗・パートⅣ」
～徳川家康と家光～

⑤8月26日(水)27日(木) 「奥州藤原氏の研究」
～平泉に展開した文化は～

⑥9月16日(水)17日(木) 「東北の災害史」
～古・いにしえより東北を襲う災害とは～

⑦10月28日(水)29日(木) 「手紙から見る伊達政宗・２」
～手紙から政宗の心情が分かってくる～

⑧11月25日(水)26日(木) 「松尾芭蕉・パートⅡ」
～越河から松島・平泉へ～

⑨12月23日(水)24日(木) 「国見町における城館地名」
～城館地名を巡りながら考えると～

⑩令和9年1月27日(水)28日(木) 「都へ続く一本道」
～奥羽から都への道を辿れば～

⑪2月24日(水)25日(木) 「鎌倉武士団の奥羽移住」
～移住にみる鎌倉武士の研究～

⑫3月24日(水)25日(木) 「故郷を去った伊達家臣・飯坂氏」

～原田甲斐の寛文事件に飯坂氏の運命は～

◇国見町文化財センター「あつかし歴史館」 ０２４－５８５－４５２０
〒９６９－１７１３ 福島県伊達郡国町大字大木戸字霞原３

休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

●講座の様子●
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